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研究成果の概要（和文）：眼圧下降治療に伴って篩状板の形状変化が生じることを確認できた。緑内障手術後の篩状板
形状変化は、眼圧下降度、年齢、緑内障の重症度、術前の篩状板後方変位の程度と関連を認めた。強度近視の緑内障眼
では篩状板のみならず乳頭周囲の強膜にも多彩な形状変化が生じていることを明らかにした。このことは眼圧依存性の
高い眼球内の部位が症例によって異なることを示唆する。緑内障関連遺伝子の一つとして知られるCDKN2B-AS1は、強度
近視の緑内障に対しては少なくともオッズ比1.70以上の関与が無いことを確認し、このことから強度近視眼では非強度
近視眼とは緑内障発症に関与する因子が異なる可能性が考えられた。

研究成果の概要（英文）：The change in lamina cribrosa (LC) depth after intraocular pressure (IOP) 
reduction was confirmed. It was associated with IOP change, age, severity of glaucomatous optic 
neuropathy, and baseline LC depth. We further found that some eyes with high myopia and high IOP could 
change their eyeball shape as a response to IOP reduction. Deformed eyeball shape might be affected by 
high IOP and IOP reduction might reduce scleral deformation in highly myopic eyes with high IOP. We could 
not detect a significant association between rs4977756 of CDKN2B-AS1 and POAG in a Japanese cohort with 
high myopia, which suggests that the odds ratio of developing POAG for rs4977756 would not exceed 1.70.
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１．研究開始当初の背景 
今まで生体下では詳細に観察できなかった
篩状板が波長走査型光干渉断層計 (swept 
source optical coherence tomography: 
SS-OCT)によって、篩状板孔が補償光学適用
走 査 レ ー ザ ー 検 眼 鏡 (adaptive optics 
scanning laser ophthalmoscope: AO-SLO)
によって近年生体下で観察できるようにな
ってきた。緑内障の発症・進行には高眼圧以

外に様々な要因が関与する多因子疾患と考
えられており、近年のゲノムワイド関連解析
によっていくつかの緑内障発症に関わる感

受性遺伝子の報告がされているが、どのよう
に関与しているのかは不明な点が多い。 
 
２．研究の目的 
眼圧下降治療の篩状板形態に与える影響と

その視野障害抑制効果との関係を SS-OCT
と AO-SLO を用いて検討し、眼圧コントロー
ル良好にもかかわらず視野障害が進行する

緑内障眼における遺伝因子の関与を検討す
ることにより、眼圧下降治療の評価法を新規
に確立すること。 
 
３．研究の方法 
緑内障手術前後で SS-OCT と AO-SLO を用
いて篩状板及び篩状板孔の形状を三次元的
に解析する。それら形態変化と関連の深い患

者背景因子を検討し、さらにその後の視野障
害の進行程度を組み合わせることで篩状板
形態変化が視野障害進行抑制に及ぼす影響

を解明し、術後の篩状板形態変化が治療効果
を予測可能かどうかを検討する。また、術後
の篩状板形状変化程度と視野障害進行の有

無に緑内障感受性遺伝子のデータを組み合
わせることで、視野障害進行抑制に対する眼
圧依存性の程度を遺伝因子からある程度予

測可能であるかを検証する。 
 
４．研究成果 
(1) 眼圧下降治療に伴って篩状板の形状変
化が生じることを再確認できた。緑内障手術
後の篩状板形状変化は、眼圧下降度、年齢、
緑内障の重症度、術前の篩状板後方変位の程
度と関連を認めた。 
 
(2) 強度近視の緑内障眼では篩状板のみな
らず乳頭周囲の強膜にも多彩な形状変化が
生じていることを明らかにした。このことは
眼圧依存性の高い眼球内の部位が症例によ
って異なることを示唆する。 
 
(3) 緑内障関連遺伝子の一つとして知られ
る CDKN2B-AS1 は、強度近視の緑内障に対し

ては少なくともオッズ比 1.70 以上の関与が
無いことを確認し、このことから強度近視眼
では非強度近視眼とは緑内障発症に関与す
る因子が異なる可能性が考えられた。 
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